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東海市、山形県米沢市

平島村(現東海市荒尾町) 

1728年～1801年

じ

江戸時代
じ

儒学者、
じ

実践


重じ


教、
じ

政治


教育


大


影響


与。


特、


名君




米沢藩主


上杉鷹山(


治憲) 


公


先生、、


尾張藩校明倫堂


初代校長


有名。


東海市

、


功績


伝


施設


記念碑。

東海市

儒学者

生

市町

じ

江戸時代


名君


先生

細井平洲

知多郡阿久比町

福住村（現知多郡阿久比町大字福住）

1752年～1824年

じ

古見妙楽寺


亮山上人


出会、
じ

知多四国霊場




田


畑


売


資金。


後、


四国


武田安兵衛


加、


三人


寺々
じ

霊場




願。


文政７


年（ 1824）、八十
八


所


寺


決、


弘法大師像


開眼供養。

阿久比町

修行者

生

市町

じ

知多四国八十八


所

岡戸半蔵

緒川城（現知多郡東浦町大字緒川）

1528年～1602年

じ

戦国時代、


東浦町


水野氏
じ

緒川城
じ

誕生。
14


歳
じ

岡崎城主松平広忠


結婚、


徳川家康


産

。、


水野氏


織田方、3


歳


家康


残


離縁。


後、


阿久比坂部城

主久松俊勝


再婚、


家康


天下統一


支。

東浦町

徳川家康
母

生

市町



江戸幕府


将軍家康


母

於大方
 







知多郡美浜町

小野浦村（現知多郡美浜町大字小野浦）

1817年頃～1867年



千石船


船乗


嵐


遭


太平洋14


月漂流後、日
じ

本人
じ

初


米国、


英国
じ

上陸、マオ


世界初


聖書

和訳


協力。
じ

日本人漂流民
じ

帰国援助


他、日
じ

英和親条約


通訳
じ

尽力、


上海、シンール


貿易商


活躍、


日本


開国


関。

美浜町

船乗

生

市町



日本


最初


真
じ

国際人

音吉
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知多郡東浦町、刈谷市、岡崎市、
知多郡阿久比町、新城市

じ



じ









常滑市

瀬木村(現常滑市瀬木）

1821年～1901年

じじ

明治時代


初期、


木


型


使


同じ


形


土管


大量




成功。


土管


方


確立、


常滑焼


大


発展。、


新


田


開発


新




便器


発明、「
じじ

常滑美術研究所」。


毎年、11


月３


日


陶祖祭


開催。

常滑市

実業家

生

市町



土管


常滑「


陶祖」

鯉江方寿

知多郡武豊町

冨貴村（現知多郡武豊町大字冨貴）

1852年～1934年



村会議員


時


海


田


変


計画。


森万新田


呼


新


田


開発。、
「」



優「


短冊型」、


新


農業


方法


積極的


取


入。


木曽川


用

水


必要性


説、


愛知用水発案


父


言。

武豊町

議員

生

市町



海


田


変、


新


農業


挑戦

森田萬右衛門

大府市

名古屋宮出町（現名古屋市東区）

1859年～1944年



鈴木イオリン


製造


創業者。


尾張藩士


長男


生、


家業




三味線


手伝、イオリン


研究、


日本イオリン


製作者


先駆


高


評価。


大府




横根町


建
じ

工場、


研究


拠点。


政吉




会社


今、


名古屋オラチェロ。

大府市

創業者

生

市町



日本イオリン


先駆

鈴木政吉

知多市

岡田村（現知多市岡田）

1855年～1931年



木綿製造業


手、


品質


良


布


織




織機


研究、
じ

明治31


年「竹内式動力織
機」



特許


取。
じ

明治34 


年、竹内木綿工場
、



後丸登織布工場


発展。


知多


岡田


知多木綿


一大産地


土台。

知多市

実業家

生

市町




布


織


織機


開発

竹内虎王
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 じ

 

大

創

実

じ

じ









常滑市

常滑町（現常滑市奥条）

1890年～1980年



伊奈製陶（


後


INAX、


今


LIXIL）


創業者。


大正
じ

時代


建


帝国ホテルタイル、


近代


常滑窯業


発展


開発


力。



大


貢献、


常滑


町


市


発展

、


常滑町長、


初代常滑市長


活躍。

生

市町

タイル


常滑


貢献

伊奈長三郎

東海市

名和村(現東海市名和町) 

1875年～1971年

メ


創業者。


現在


東海市荒尾町周辺


食用トマ
ト


栽培


取


組、トマト、1903 


年
じ

初

トマトソース。


後、チャットマト
ュース、



東海市
じ

上野工場じ


国内


じ

工場


建、「 トマト


王」


呼。

東海市

創業者

生

市町



日本トマト


食文化


広

蟹江一太郎

知多郡南知多町

内海町（現知多郡南知多町大字内海）

1878年～1969年



大正7


年、
じ

内海自動車合資会社（


知多乗合ス


前身）
、



内海～


武豊間


乗合ス
じ

事業
じ

始。


知多銀行頭取、


知多郡会議長、


敷島製ン


取締役、日


本逓信株式会社社長、


南知多


知多半島




観光、


産業、


交通


発展


大


役割


果。

南知多町

創業者

生

市町



知多半島


乗合ス


走

内田佐七

大府市

静岡県磐田郡笠西村（現静岡県袋井市）

1885年～1979年



世界的


養鶏（ニワトリ


飼育）


第一人者。


名古屋コーチン


名前


有名ニワトリ


改良


取


組、


大府梶田町


養鶏専
じ

門研究所。ニワトリオスメス


見


方法


海外


広、


飼


方法


考


出、ラル


政府




表彰。


北山小学校


近、


石碑


建。

大府市

養鶏家

生

市町

ニワトリ


飼育


世界


知

高橋広治
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 じ

常滑市

創業者

創

じ





知多郡武豊町

知多郡武豊町

1893年～1974年



名古屋


教師、


広


努力。




四


玉


便利


注目、


文部省

（


今


文部科学省）


五


玉


四


玉




変更


提案。


後、


県会議員

、


武豊町


合併後２


代目町長


活躍。

武豊町

教育者

生

市町



四


玉


広


町長

榊原孫太郎

知多市

知多町（現知多市八幡）

1900年～1997年



大干


苦


知多地域


用水


建設、


協力


求


各地


回。「


愛知用水開発期成会」
、



資金集
じ

自分


田


畑


売

。3


万ヘクタール


農地


水


送、
じ

上水・


工業用水




愛知用水


建設。

知多市

農家

生

市町



愛知用水


貢献

久野庄太郎

半田市・知多郡武豊町・兵庫県尼崎市

知多郡武豊町

1896年～1992年



神戸大学


先生、


教育


関


本


書

、


全国


講演、


国民教育


行


広




力。


提案「


立腰教育」
、
じ

自分


考


行動


人間


育


教育


手本、「


国民教育者


師父」


尊敬。

半田市

教育
哲学者

生

市町



国民教育


力

森信三

 

 

 

 

藤江村（現知多郡東浦町大字藤江）

1894年～1976年



東京帝国大学（


今


東京大学）
じ

教授、
じ

当時


皇太子（


今


天皇陛下）


国語


教

。ヨーロッアメリ


国文学


研究員




行、


万葉集


研究、
じ

国語辞典


編集、


東浦町


全国


校歌


作詞。

生

市町

東浦町

国文学者



天皇陛下


国語


先生


国文学者

久松潜一

5

知多郡東浦町、東京都立川市、
、名古屋市、半田市

知

農

国



知多郡南知多町

宮城県仙台市

1925年～



日本


代表


哲学者。


梅原日本学


開拓、スーー


歌舞伎


創作、


幅広


活動。


国際日本文

化研究センター


創設


力、


初代所長

。
じ

京都市立芸術大学学長、


大学


初代

総長、


日本ンクラ


会長


就任。

南知多町

哲学者

生

市町

じ

独自


発想


日本文化


研究

梅原猛

知多郡阿久比町

阿久比村（現知多郡阿久比町大字植大） 知多郡半田町（現半田市）

1908年～1982年



昭和3


年


家業


継、


不況


社会


不安定




中


倒産


危機。、


銀行


金


借


輸出向


織機


切


替、


都築紡績

。、


都築育英会、


国立大学


進

学


学生


奨学金


応援。

阿久比町

実業家

生

市町

阿久比村（現知多郡阿久比町大

阿久

実業





巨大


紡績会社

都築良平
1913年～1943年



中学生


創作活動じ、18


歳「
」



発表。


病気


苦29


歳


亡

、


童話、


小説、


童謡。




半田


舞台


心


通


合


美


生


方




描


作品、
じ

日本中


人


親。

半田市

児童
文学者

生

市町

「」


作者

新美南吉
 

 

 

 

知多郡美浜町

神奈川県横須賀市

1943年～



名古屋大学大学院


出


後、


東レ


炭素繊維


開発

、
じ

技術


進展


経済


発展


力。



貢献


日本、


世界


認。


東レ


社長・


会長、


平成26


年


第13


代


日本経済団体連合会会長


就任。

美浜町

実業家

生

市町



第13代


日本経団連会長

榊原定征

6

半田市、知多郡美浜町、安城市、
東京都中野区

半

児
文









美

実
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